令和３年 ４月 １日

　　令和３年度
「伊豆の国市住宅新築及びリフォーム助成事業及び伊豆の国市新型感染症対策店舗リフォーム助成事業」
　審査会設置規程
（目的）　

第１条　　伊豆の国市住宅新築及びリフォーム助成事業及び伊豆の国市新型感染症対策店舗リフォーム助成事業取扱規程（以下「事業取扱規程」という。）に関する事務処理の円滑化と、関係書類及び工事内容等の審査を行うため、伊豆の国市商工会（以下「商工会」という。）内に伊豆の国市住宅新築及びリフォーム助成事業及び伊豆の国市新型感染症対策店舗リフォーム助成事業審査会（以下「審査会」という。）を設ける。　

（委員）　

第２条　　審査会の委員は、伊豆の国市商工会長（以下「会長」という。）が指名により委嘱する。

２　　審査会の委員定数は、２０名以内とする。

３　　審査会に、委員長１名及び副委員長２名を置く。

４　　委員のうち委員長及び副委員長は、会長が指名により任命する。　

　　　５　　審査会の委員は商工会役員、学識経験者、市職員とし、会長が委嘱する。
（任期）　

第３条　　委員の任期は１年（事業年度）とし、再任は妨げないものとする。但し会長が認めた場合はこの限りではない。　　　

（審査会）　

第４条　　審査会は、委員長が招集する。

　　２　　委員長は、助成事業の申請又は工事完了の報告等があった場合、１ヶ月以内に審査会を開催しなけ

　　　　　ればならない。

　　３　　審査会開催日は毎月１５日（平日営業日）、末日（平日営業日）とし、祝祭日・土曜日曜の場合は直後の平日
営業日とする。

　　４　　申請の受付については、審査会開催日の前受付日（平日月･水･金曜日計算）の午前中までとする。

　　５　　審査会にて委員長不在のときは、副委員長が委員長の職務を代行して行う。

　　６　　委員長は必要があると認めるときは、審査会に委員以外の者の出席を求めることができる。

　　７　　委員長は、審査会を開催した場合、その結果を速やかに会長に報告しなければならない。　　

（審査）　

第５条　　審査会は、事業取扱規程に定められた要綱等により次に揚げる事項を審査するものとする。　

　　　(１)助成事業の申請内容及びその附属書類等の審査　

　　　(２)助成事業の変更申請書類等の審査　

　　　(３)助成事業の工事完了報告内容及びその附属書類等の審査　

　　２　　審査会が必要と認めた場合は、助成事業の申請者・施工業者・該当工事現場等の調査する。　

　　３　　委員が関係するものを審査する場合は、それに関係する委員が退席した上、審査する。

　　４　　正副委員長の全てが関係するものを審査する場合は、関係しない委員のみで審査する。

　　５　　審査による可否は、出席委員による多数決により決する。　　

（守秘義務）　

第６条　　委員は、審査会で知り得た情報について、守秘義務を負うものとする。

　　２　　委員は、審査会で知り得た個人情報、並びに企業情報等を外部に漏えい、又は自己や自社のために

　　　　　利用又は使用してはならない。

　　３　　委員は、申請書及び工事完了報告書等を商工会館内以外、外部に持ち出してはならない。　

　　４　　上記に違反した場合、会長はその委員を解任するものとする。　　

（事務局）　

第７条　　審査会に事務局を設ける。　

　　２　　事務局員は、伊豆の国市商工会の職員をもって充てる。　

　　３　　事務局員は、審査会の業務を助け、その庶務を処理する。

　　

（附則）　この規程に定めるほか、審査会の運営に関して必要な事項は別に定める。
　　　　　この審査会設置規程は、令和３年度伊豆の国市住宅新築及びリフォーム助成事業及び伊豆の国市新型感染
症対策店舗リフォーム助成事業の実施の間有効とする。
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